
用語集をご覧ください

●環境家計簿
●スマートメーター
●HEMS（ホームエネルギー  
  マネジメントシステム）

●ビル・エネルギー管理　 
　システム（BEMS）
●九電ホームアドバイザー

用語集をご覧ください

●再生可能エネルギー
●蓄電池
●送配電ロス（率）

●コンバインドサイクル
●超々臨界圧（USC）
●熱効率

●発熱量

3. 電気の使用面での取組み
　お客さまの省エネにつながる取組みを進めるとともに、当社事業所においても一層の省エネ活

動に取り組んでいます。

社外ステークホルダーのご意見
エネルギー自給率が低い中でいかに省エネするかが重要

お客さまとともに進める省エネ活動

P.24

お客さまとともに進める省エネ活動

火力発電の熱効率の維持・向上

　お客さま向け会員サイト「キレイライフプラス」では、楽し

みながら省エネにつながる専門家の暮らしの知恵や工夫を

「プロのオススメ『省エネアドバイス』」として掲載するととも

に、ポイントについては動画で解説を加えるなど、お客さまの

省エネに役立つ情報を分かりやすく紹介しています。

　また、この「キレイライフプラス」に会員登録いただいた方

は、「同じ料金プランの平均使用量との比較」ができるととも

に、「家族構成が似た家庭

との電気使用量を比較で

きる“省エネランキング”

が確認できる」など、ご家

庭での省エネの取組み状

況を客観的に確認・評価

することができます。

「みらいくんの環境家計簿」は九州電力ホームページ

　関連・詳細情報（P2参照）　 みらいくんの環境家計簿
九州電力詳細は

　関連・詳細情報（P2参照）
　 よく分かる電気の省エネ

ご家庭における省エネ方法の例は

　関連・詳細情報（P2参照）
　 電気の省エネ手法のご紹介

省エネに関する情報は

　関連・詳細情報（P2参照）
　省エネ関連情報

省エネに関する情報は

　関連・詳細情報（P2参照）
　技術開発における取組み

省エネに関する情報は

【 省エネ情報の提供 】

　お客さまのご家庭で排出されるCO２排出量を見える化する

ツールとして、環境家計簿をホームページで提供しています。

　今後、お客さまの省エネ・低炭素化への取組みを支援するた

め、類似家庭とのCO２排出量の比較や、簡易な省CO２アドバイ

スの提供に向けた機能改善を予定しています。

【環境家計簿による省エネアドバイス 】

　事業所におけるエネルギー使用実態（時間帯別、用途別の電

力使用量）を見える化し、エネルギー使用量の最適化を図るた

め、ビル・エネルギー管理システム（BEMS）を14事業所（3支社、

11営業所、2017年3月末現在）に導入しており、着実かつ効果的

な省エネへの取組みを進めています。

【ビル・エネルギー管理システム（BEMS） の活用】

　スマートメーターで計測した30分毎の電気使用量をお客

さま宅内のＨＥＭＳ（ホームエネルギーマネジメントシステ

ム）に送信するサービスを提供しています。これにより、お客

さまは電気の使用量を自宅でリアルタイムに確認でき、電気

の使い方を工夫することで、より効率的な省エネを行うこと

ができます。

【 電力メーター情報発信サービス 】

省エネランキング
電力メータ情報発信サービスのイメージ

　電力の安定供給を前提として、各種再生可能エネルギーの特徴を活かしながら、再生可能エネルギーをバランスよく最大限受け入

れています。

　このため、天候によって大きく変動する再生可能エネルギーの出力に対応した需給運用方策の検討、実施に取り組んでいます。

　火力発電については燃料使用量及びCO２排出の抑制の観点

から、総合熱効率の維持・向上に取り組んでいます。

　2016年度は、川内原子力発電所が安定して運転（定期検査を

除く）したため、熱効率の低い石油火力発電所の稼働率が低下

したこと、及び高効率の新大分発電所３号系列第４軸の営業運

転開始などにより、2015年度実績を上回る40.4％（送電端）と

なりました。

　また、現在建設中の松浦発電所２号機（2019年１2月営業運

転開始予定）は、発電方式に最新鋭技術の『超々臨界圧（ＵＳＣ）

微粉炭火力』を採用し、高効率化や燃料消費量及び環境負荷の

低減を図ることとしています。

送配電ロスの低減
　送電線や配電線で失われる電気（送配電ロス）の低減への取

組みは、効率よく電気をお届けするとともに、火力発電所の燃料

使用量削減やCO２排出量抑制にもつながります。

　これまでの送電電圧の高電圧化や低損失型変圧器の導入な

どの結果、当社の2016年度の送配電ロス率は4.81％となって

おり、国際的にも低い水準を維持しています。

再生可能エネルギー受入れへの対応

【 大容量蓄電システムの運用開始 】
　当社では、電力の安定供給を前提として、各種再生可能エネルギーの特徴を活

かしながらバランスよく最大限受入れるよう、様々な取組みを進めています。

　その取組みの一つとして、国の大容量蓄電システム需給バランス改善実証事業

を受託し、2016年3月に豊前蓄電池変電所を新設しました。同変電所では太陽光

発電の出力に応じて蓄電池の充放電を行い、需給バランスの改善に活用するとと

もに、大容量蓄電システムの効率的な運用方法等の実証試験を実施しました。

（2015年度～2016年度）

　今後も、実証試験で得られた知見・技術を活用し、実運用において、出力制御量

の削減に活用していきます。
豊前蓄電池変電所の全景

　私は九電ホームアドバイザーと共に公民館を訪問し、「省エネ講
座」を開催しています。家庭で簡単にできる省エネについてフリップ等
を使い分かりやすく説明するとともに、牛乳パック等の廃材を利用し
た「エコグッズ作り」を行い、楽しく講座を進めるよう工夫しています。
　お客さまから「早速家に帰って実践するね」、「今度は別のエコグッ
ズが作りたい」などのお声をいただき、今後の励みになっています。
　また、参加されたお客さまからＩＨ料理教室等の他の講座への申込
をいただくこともあり、省エネ講座をきっかけに地域のお客さまと触れ
合う機会が増えてきています。
　今後も省エネ講座等を通し
て「エネルギーの相談係」と
思っていただけるよう、日々の
活動を懸命に取り組んでいき
ます。

福岡東営業所
営業計画グループ

瀬 戸 口 優 奈

九電ホームアドバイザーと共に
お客さまとの繋がりを深めています！

せ と ぐ ち    ゆ う な

39.6
［42.3］

41.0
［43.8］

出典：電気事業便覧（平成28年版）より作成。

送配電ロス率の各国比較 単位：％
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日本
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九州電力
'16

アメリカ
'13
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'14
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'14

フランス
'14

イタリア
'14

イギリス
'14

松浦発電所２号機開発の概要

100万kW

超々臨界圧 微粉炭火力

石　炭

出　力

発電方式

使用燃料

高位発熱量基準

低位発熱量基準

（注）［　］内は、総合エネルギー統計の換算係数等を用いた低位発熱量ベース換算値。

30

40

50

火力総合熱効率（高位発熱量ベース）

熱効率（発電端） 熱効率（送電端）火力機の熱効率最高値（設計値）

（年度）

単位：％

'90 '00 '14 '15 '16

コンバインドサイクル
方式の導入

（1991年6月）

40.4
［43.3］

38.7
［41.6］36.4

［38.6］

38.2
［40.5］ 39.5

［42.2］

40.9
［43.7］

41.8
［44.8］

40.4
［43.3］

 

熱効率
(発電端)

43％以上

45％以上

九州電力 九州電力

九州電力 九州電力

第三者機関による保証を
受けた環境データ

せん だい
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※１：ＩＰＰ事業：6プロジェクト・一般電気事業：1プロジェクト
※２：当該国のＣＯ２排出係数は、「CO２ EMISSIONS FROM FUEL COMBUSTION 2016 EDITION（IEA）」に記載の値を用いて試算（掲載の最新データが2014年のため、2014年実績で算出）。

4. 省エネ・省資源活動の展開

5. 国際的な温暖化対策への貢献

低燃費車の導入やエコドライブによるCO2排出抑制

コピー用紙購入量・上水使用量の抑制

委託輸送に係る省エネへの取組みについては九州電力ホームページ

　関連・詳細情報（P2参照）　 委託輸送に係る省エネへの取組み
九州電力詳細は

単位：km/ℓ

'90 '14 （年度）'15 '16

12.712.7

11.411.4

12.712.7 12.712.7

　社用車におけるCO2排出抑制やコピー用紙などの省エネ・省資源活動についても取組みを推進しています。

　中長期的な地球温暖化対策の観点から、2020年度末まで

に1,000台程度の電気自動車（プラグインハイブリッド車を

含む）の導入を目指しています。

　2016年度は、厳しい経営状況を踏まえ、新規導入を見送り

ましたが、一般車両約2,250台のうち、これまでに累計で167

台を導入しています。

　また、低燃費車の導入やエコドライブの確実な実施などに

より、一般車両の燃料消費率向上にも取り組んでいます。

2016年度は、目標（12.0km/ℓ以上）を上回る12.7km/ℓと

なりました。

471471

コピー用紙購入量（トン） 上水使用量（㎥/人）

'15 （年度）

2525

'14

511511 509509

'16

2525 2929

　ペーパーレス化の推進や裏面利用、節水活動の徹底等によ

り、「コピー用紙購入量」と「1人あたりの上水使用量」の抑制

に取り組んでいます。

　2016年度の「コピー用紙購入量」と「1人あたりの上水使用

量」は、ともに目標（470トン以下、24㎥/人以下）を達成でき

なかったことから、2017年度はコピー用紙購入量・上水使用

量の抑制に向けた取組みを徹底していきます。

単位：台

167 167169

（年度）'15 '20'14 '16

目標値1,000程度

《 電気自動車導入台数（累計） 》

《 一般車両燃料消費率 》

《 コピー用紙購入量・上水使用量の推移 》

サルーラ地熱発電所初号機の全景

　ベトナム、フィリピンなどにおける天然ガスを利用した高効率の火力発電や、中国に

おける風力発電など、アジア地域を中心にＩＰＰ事業を展開しており、国内のみなら

ず、海外においてもCO2排出抑制に寄与しています。

　2017年3月には、世界最大規模の地熱IPPプロジェクトとして、サルーラ地熱発電所

初号機（10.6万kＷ）が営業運転を開始しました。　建設を進めている、第2号機（2017

年営業運転開始予定）と第３号機（2018年営業運転開始予定）を含めると、発電所の最

終的な総出力は約32万ｋＷになる予定です。

【 ＩＰＰ事業の展開を通じたＣＯ２排出抑制への寄与 】

　海外での高効率火力発電所や、風力発電所の運転（6か国、7プロジェクト※１：持分出力150万ｋＷ）による2014年度のCO2排出

抑制への寄与は、約38万トン※２と試算されます。これは、当社の国内におけるCO2排出量の約0.8％に相当します。

【 ＩＰＰ事業によるＣＯ２排出量抑制 】

　国内外の電気事業で培った九電グループの技術・ノウハウを活かし、電力基本計画の策定や、発電・送変電・省エネ・環境などの

海外コンサルティングに積極的に取り組み、各国の電力の安定供給や環境改善、人材育成に貢献しています。

　2016年度は、太平洋中西部に位置するマーシャル諸島のイバイ島への太陽光発電システム導入に向けた調査やケニアの地熱

発電所の運営に係る調査を行いました。

【 九電グループの技術・ノウハウを活かした海外コンサルティング 】

　東日本大震災以降の厳しい電力需給等を踏まえ、2011年

の夏から継続して、それまでより更に踏み込んだ省エネに九

州電力グループ一体となって取り組んできました。

　2016年度のオフィス電力使用量は57百万kWhとなり、

2010年度比で約29％削減（▲24百万kWh）しました。

　2017年度についても、省エネ・省資源活動の観点から、前

年度と同様の取組みを実施することとしています。

（注）発電所や研究所など、オフィスのみの電力量が把握できない事業所を除く。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

単位：百万kWh

削減率は、対2010年度同月比

2010 2016

［ 年度合計 ］

▲29％
81 57

当社事務所における省エネの推進～オフィス電力使用量の削減～
《 全社オフィス電力使用量削減実績 》

5.9
6.1

6.7

7.9

8.9
8.3

7.0

6.0 5.8

6.2
6.0 5.9

4.34.24.24.1
4.2

5.1

5.7

6.3

5.7

4.8

4.3
4.1

▲27.0％▲27.0％▲30.6％▲30.6％▲31.7％▲31.7％▲30.1％▲30.1％▲28.8％▲28.8％

▲26.9％▲26.9％

▲30.7％▲30.7％

▲29.3％▲29.3％

▲28.7％▲28.7％

▲28.9％▲28.9％

▲30.0％▲30.0％
▲29.5％▲29.5％

2010
2016

海外での事業展開（2016年度）

一般電気事業IPP事業 コンサルティング事業

【メキシコ】 
プロジェクト：トゥクスパン2号
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：49.5万kW

（2001年12月営業運転開始）　
プロジェクト：トゥクスパン5号
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：49.5万kW

（2006年9月営業運転開始）

【フィリピン】
プロジェクト：イリハン
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：120万kW

（2002年6月営業運転開始）

【台湾】 
プロジェクト：新

シン

桃
タオ

電力
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：60万kW
　2002年3月営業運転開始
　（2010年11月株式取得）

【中国】 
プロジェクト：内蒙古風力
出　　　力：5万kW

（2009年9月営業運転開始）

 ］［

【ベトナム】
プロジェクト：フーミー 3号
発 電 方 式：ガス・コンバインド

サイクル方式
燃　　　料：天然ガス
出　　　力：74.4万kW

（2004年3月営業運転開始）

【インド】 
バラウニ超臨界圧石炭火力
発電所建設事業準備調査

【ウクライナ】 
エネルギーセクターの
情報収集・確認調査

【タンザニア】 
電力システム
マスタープラン
策定支援

【中国】
中国紡織業界省エネ普及
スキーム検討

【ナイジェリア】 
電力マスタープラン
策定プロジェクトの
国内支援調査・受入研修 【インド】 

NTPC石炭火力発電所設備の
余寿命診断

【インド】 
高効率石炭火力発電所の
案件形成調査

【マーシャル】 
イバイ島太陽光発電システム整備
計画準備調査

【カーボヴェルデ】 
再エネ導入と系統安定化のための
情報収集・確認調査

【インドネシア】（初号機運転開始、
　　　　　　  第2・第3号機建設中） 
プロジェクト：サルーラ地熱
出　　　力：約32万kW

（2017年3月：初号機 営業運転開始）
（2007年10月参加権益取得）

【シンガポール】 
プロジェクト：セノコ・エナジー社
出　　　力：330万kW

（2008年9月株式取得）

【ケニア】 
オルカリア地熱発電所の
運営維持管理に係る
情報収集・確認調査

社外ステークホルダーのご意見
社会貢献として、新興国への展開は効果が高い

Ｐ.26
国際的な温暖化対策への貢献

用語集をご覧ください

●地球温暖化
●プラグインハイブリッド車

●電気自動車
●上水

●低燃費車
●エコドライブ

用語集をご覧ください

●IPP（独立系発電事業者）
第三者機関による保証を
受けた環境データ
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http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report17_word.html
http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report17_entrust_transport.html

